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平成28年10月27日　議会だより（2）

決算認定
定例会の概要
　第８回定例会が９月７日から16日まで10日間の会期で開催されました。
27年度各会計決算、28年度補正予算、人事、その他の案件を審査し全て原案
のとおり可決・認定しました。請願１件を審査し関係機関に意見書を提出し
ました。２人の議員が一般質問を行い、町政をただしました。
　27年度一般会計決算では、歳入総額は74億206万円、そのうち町税は、全
体の8.4％にあたる６億2231万円、歳出総額は70億4031万円となりました。

歳入その他内訳� （単位：万円）

地方贈与税 7494
利子割交付金 121
配当割交付金 220
株式譲渡所得割交付金 180
自動車取得税交付金 1331
地方特例交付金 261
交通安全対策特例交付金 152
分担金及び負担金 8404
使用料及び手数料 11562
財産収入 2165

合　　　計 ３億1890

基金の残高� ���（単位：万円）
平成17年 17億9327
平成18年 17億6564
平成19年 18億1649
平成20年 20億2167
平成21年 24億6003
平成22年 29億932
平成23年 29億3169
平成24年 30億9379
平成25年 32億4325
平成26年 30億4975
平成27年 31億7621

平成27年度一般会計歳入決算

平成27年度一般会計歳出決算

歳入総額　74億206万円

歳出総額　70億4031万円

町税
6億2231万円 

その他
3億1890万円 

地方消費税交付金
1億3637万円 

町債
14億1910万円 

国庫支出金
5億7776万円 県支出金

5億725万円 

寄付金
1億7119万円 

繰入金
2億1226万円 

地方交付税
31億5283万円 

繰越金
1億8002万円 

諸収入
1億407万円 

投資出資貸付金
1500万円 

扶助費
4億2754万円  

災害復旧費
4471万円  

人件費
9億2793万円 

物件費
8億873万円 

公債費
6億7705万円 

維持補修費
2億2820万円 

繰出金
7億258万円 

積立金
1億8409万円 

補助費等
10億9408万円 

普通建設事業
19億3040万円 

第8回 定例会



（3）議会だより　平成28年10月27日

各 会 計平成27年度

平成27年度主な決算
【歳入】
ふるさと納税｛寄付件数　11524件｝� １億6873万円
【歳出】
空きや対策事業� 459万円
幼児施設整備工事
｛つばき、わくわくこども園（いいで中部、さゆり）｝�2344万円
デマンド交通運営事業� 1902万円
第一小学校建設費� ５億2183万円
中水源送水施設実施設計委託業務� 962万円
道路維持業務（除雪作業含）事業� ３億3319万円
道路新設事業� １億1556万円
経営体育成事業� 2093万円
中小企業振興事業費補助金� 7760万円
プレミアム付商品発行事業� 1260万円
高円寺チャレンジショップ事業� 371万円
住宅リフォーム支援事業� 1500万円

町債（借入金の推移） 地方交付税の推移
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普通交付税 特別交付税
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平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

29億3513万円

29億6762万円

29億1854万円

30億1188万円

30億4954万円

32億9126万円

32億5420万円

32億5712万円

31億8316万円

31億3392万円

31億5283万円

（億円）

使いやすくなった幼児トイレ



平成28年10月27日　議会だより（4）

� （単位：万円）

会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

一 般 会 計 74億205 70億403 ３億9802

国民健康保険
事業勘定 ８億9541 ８億4456 5085

直診勘定 １億1913 １億1683 229

介 護 保 険 11億464 10億6472 3992

後 期 高 齢 者 医 療 7666 7646 20

訪 問 介 護 1727 1675 51

介 護 老 人 保 健 ３億421 ３億397 24

物 品 調 達 1789 1789 0

農 業 集 落 排 水 ６億3283 ６億2785 499

生 活 排 水 個 別 処 理 事 業 3643 3518 124

財 産 区

萩 生 16 13 3

豊 原 17 17 0

添 川 632 600 32

豊 川 41 17 24

中 津 川 379 354 25

水 道 事 業
損益勘定 ２億4538 １億8837 5701

資本勘定 １億520 １億7784 △7264

各会計決算平成27年度

中水源浄水場



.平成28年度各会計補正予算

（5）議会だより　平成28年10月27日

【歳　入】. （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

地 方 特 例 交 付 金 200 105 305
地 方 交 付 税 27億8161 5338 28億3499 普通地方交付税
分 担 金 及 び 負 担 金 １億382 △3329 7053 草地畜産整備事業分担金等
国 庫 支 出 金 ６億5659 407 ６億6066 東北観光復興対策交付金等
県 支 出 金 ５億4038 2409 ５億6447 民生費、災害復旧費等
財 産 収 入 3047 350 3397 町有地売り払い
寄 付 金 １億500 664 １億1164 企業版ふるさと納税等
繰 入 金 ６億6945 1001 ６億7946 介護保険会計繰入金
繰 越 金 １億3671 1476 １億5147 前年度繰越金
諸 収 入 8388 42 8430 雑入
町 債 13億9720 △1350 13億8370 臨時財政対策債
補正されなかった款の額 ８億3672 0 ８億3672
歳 入 合 計 73億4383 7113 74億1496

【歳　出】� （単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
議 会 費 7813 33 7846 使用料、賃借料
総 務 費 ８億6192 1147 ８億7339 奨学金返済支援事業他
民 生 費 12億7653 900 12億8553 保育施設運営費他
衛 生 費 ３億850 418 ３億1268 国保直診勘定繰出金他
農 林 水 産 業 費 10億6963 △2083 10億4880 畜産振興費負担金の減額
商 工 費 ２億4723 1138 ２億5861 解析研究棟実施設計他
土 木 費 ７億6572 9 ７億6581 住宅管理費他
消 防 費 ２億4320 78 ２億4398 ポンプ庫建築費の増額他
教 育 費 18億2287 1088 18億3375 調理場備品購入費他
災 害 復 旧 費 3754 4385 8139 豪雨災害の復旧事業他
補正されなかった款の額 ６億3256 0 ６億3256
歳 出 合 計 73億4383 7113 74億1496

� （単位：万円）

会計名 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
国民健康保険（直診勘定） １億5223 220 １億5443 修繕費、備品購入費
介 護 保 険 11億1390 4422 11億5812 繰出金、償還金の増額
下 水 道 事 業 ７億4495 2020 ７億6515 農集排工事費の増額

企業版ふるさと納税 600万円見込み
解析研究棟実施設計へ

平成28年度一般会計は歳入歳出それぞれ7113万円を追加し
74億1496万円としました。

歳入
山大xEV飯豊
研究センター

◆�一般会計

◆�特別会計補正予算



第６回 臨時会

平成28年10月27日　議会だより（6）

請
　
　
願

◆「
福
島
原
発
事
故
避
難
者
へ
の
住

宅
無
償
提
供
の
継
続
」
の
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願

　

審
査
の
結
果
全
員
一
致
で
採
択
さ

れ
、
国
及
び
福
島
県
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。人

　
　
事

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
住　
所　
大
字
黒
沢
９
６
６
番
地

　
氏　
名　
手　

塚　

淳　

子

　

原
案
の
と
お
り
全
員
一
致
で
決
定

し
ま
し
た
。

◆
飯
豊
町
教
育
委
員
会
委
員
の
再
任

の
同
意

　
住　
所　
大
字
添
川
１
４
１
９
番
地

　
氏　
名　
井　

上　

俊　

幸

　

原
案
の
と
お
り
全
員
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
飯
豊
町
水
道

事
業
中
水
源
送
水
管
布
設
工

事
（
第
一
工
区
）

　
契
約
金
額

　
　

１
億
３
７
１
６
万
円

　
完
成
日

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日

　
契
約
の
相
手
方

　
　

株
式
会
社
高
橋
工
務
店

◆
平
成
28
年
度
飯
豊
町
水
道

事
業
中
水
源
送
水
管
布
設
工

事
（
第
二
工
区
）

　
契
約
金
額

　
　

１
億
４
４
７
２
万
円

　
完
成
日

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日

　
契
約
の
相
手
方

　
　

�
樋
口
・
佐
藤
経
常
建
設

共
同
企
業
体

　７月７日、臨時会を開催し、工事請負契約２件を可決

水道事業中水源送水管布設工事現場（第一工区）水道事業中水源送水管布設工事現場（第二工区）

急がれる中水源・
� 手ノ子集落排水事業
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損
害
賠
償
の
決
定

◆
損
害
賠
償
の
理
由

　

平
成
28
年
４
月
23
日
、
町
内

萩
生
地
内
に
て
公
用
車
を
運
転

中
に
発
生
し
た
交
通
事
故
。

一
般
会
計
補
正
予
算�

�

（
第
四
号
）

◆
歳
入
歳
出
予
算
に
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
費
補
助
金

な
ど
総
額
に
４
０
９
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
73
億
４
３
８
３
万
円
と
し

ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
平
成
28
年
度
手
ノ
子
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業
処
理
施
設
土
木
建

築
工
事

　
契
約
金
額

　
　

１
億
１
９
８
８
万
円

　
完
成
日

　
　

平
成
29
年
２
月
28
日

　
契
約
の
相
手
方

　
　

豊
川
建
設
株
式
会
社

◆
平
成
28
年
度
手
ノ
子
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業
管
路
工
事 

（
第
一
工
区
）

　
契
約
金
額

　
　

７
７
７
６
万
円

　
完
成
日

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日

　
契
約
の
相
手
方

　
　

�

豊
川
建
設
株
式
会
社

◆
平
成
28
年
度
手
ノ
子
地
区
農
業

集
落
排
水
事
業
管
路
工
事 

（
第
二
工
区
）

　
契
約
金
額

　
　

６
５
３
４
万
円

　
完
成
日

　
　

平
成
28
年
11
月
30
日

　
契
約
の
相
手
方

　
　

樋
口
建
設
株
式
会
社

　７月27日、臨時会を開催し、交通事故に係る損害賠償・平成28年度
飯豊町一般会計補正予算（第四号）・工事請負契約を可決
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町
長　
「
在
宅
介
護
支
援

事
業
」
な
ど
を
続
け
、
利

用
者
や
介
護
者
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
健
康
増
進

や
介
護
予
防
事
業
を
推
進

し
、
元
気
な
高
齢
者
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
で
す
。

待
遇
改
善
策
に
つ
い
て
は
、

町
独
自
の
人
材
育
成
事
業

を
検
討
し
ま
す
。

質
問　

若
者
の
定
住
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

今
年
度

新
た
な
取
り
組
み
で

町
長　

県
と
連
携
し
、
若

者
の
地
元
定
着
や
本
町
へ

の
回
帰
を
目
的
と
す
る

「
若
者
定
着
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
」
を
新
た
に
創

設
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は

「
飯
豊
町
帰
郷
希
望
女
子

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

す
。
一
過
性
に
な
る
こ
と

な
く
、
本
町
の
縁
を
強
固

○
公
会
計
制
度
の
準
備
状
況
は

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
若
者
の
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
は

○
中
津
川
小
中
学
校
の
利
活
用
は

質
問　

公
会
計
制
度
導
入

の
準
備
状
況
は
。

自
治
体
職
員
向
け
の

�

研
修
参
加

町
長　

平
成
27
年
度
に
固

定
資
産
台
帳
整
備
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
財
務
書

類
の
活
用
も
含
め
た
自
治

体
職
員
向
け
の
研
修
に
参

加
し
、
事
業
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
地
方
公
会
計

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
平

成
30
年
度
中
の
平
成
29
年

度
決
算
に
係
る
財
務
書
類

等
の
作
成
及
び
公
表
に
向

け
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。

質
問　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
対
策
と

介
護
職
員
（
臨
時
）
の
待

遇
を
改
善
す
る
考
え
は
。

町
独
自
の

人
材
育
成
策
を
検
討

に
し
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

閉
校
中
の
中
津
川

小
中
学
校
の
利
活
用
は
。

地
域
の
活
性
化
を

�

第
一
に

町
長　

全
国
の
廃
校
利
活

用
事
例
を
参
考
と
し
な
が

ら
、「
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
」
と
い
う
視

点
を
第
一
に
、
地
区
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

少子高齢化の�
� 総合的な対応を

鈴 

木 

敏 

夫 

議
員

一般質問
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て
誘
致
を
す
す
め
、
誘
致

企
業
は
現
在
２
社
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

質
問　

企
業
誘
致
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
活
動
は
。

45
社
に
対
し
て�

�

誘
致
活
動

町
長　

山
形
大
学
の
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
45
社
に
対
し

て
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
営
業

を
し
た
り
、
環
境
や
条
件

整
備
を
し
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

工
場
の
誘
致
場
所

と
し
て
、
ラ
イ
バ
ル
企
業

が
同
じ
敷
地
内
に
く
る
の

か
。町

内
工
業
団
地
で�

�
対
応

町
長　

山
形
大
学
、
進
出

企
業
と
打
ち
合
わ
せ
し
な

が
ら
、
町
内
の
工
業
団
地

で
検
討
し
ま
す
。

質
問　

新
潟
・
山
形
南
部

高
規
格
道
路
整
備
と
並
行

し
て
、
今
泉
地
区
に
検
討

さ
れ
て
い
る
工
業
団
地
に

つ
い
て
、
町
内
に
多
く
の

面
積
を
と
る
べ
き
で
は
。

隣
接
市
町
・
県
と�

�

連
携
で
推
進

町
長　
ｘ
Ｅ
Ｖ
の
推
進
か

ら
本
町
の
東
部
工
業
団
地

を
拡
充
し
、
他
市
町
と
も

に
連
携
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

質
問　

現
在
、
世
界
は
第

４
次
産
業
革
命
に
入
り
、

Ａ
Ｉ
・
人
工
知
能
や
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぐ
Ｉ

※

Ｏ
Ｔ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

オ
ブ 

シ
ン
グ
）
の
時
代
だ
が
。

　

２
期
８
年
後
藤
町
政
の

や
り
残
し
た
事
は
無
い
か
。

人
口
減
少
対
策
が�

�

十
分
で
な
か
っ
た

町
長　

若
者
の
結
婚
の
機

会
づ
く
り
や
、
定
住
支

援
・
住
宅
造
成
な
ど
が
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
椿
・
添
川
・
中
・

萩
生
の
住
宅
地
の
造
成
を

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ

企
業
誘
致
は
、
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
２
社
を
見
込
む

町
長　

大
学
側
と
連
携
し

遠 

藤 

　 

忠 

議
員

一般質問

○
２
期
８
年
後
藤
町
政
の
や
り
残
し
た
事
は

○
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
の
企
業
誘
致
の
進
捗
は

○
企
業
誘
致
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
活
動
状
況
は

世界が注目！�蓄電デバイス産業が蓄積する
まちづくり・地域再生計画認定される

リチウムイオンで走る電気自動車

用語の解説
※.ＩＯＴ＝インターネット..オブ..シング
　�世の中に存在する様々な物体・モノに通信
機能をもたせ、相互に通信することにより、
新しい事業やサービスを生み出すもの。
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新
地
域
再
生
事
業
の

支
援
内
容
と
効
果
は

髙
橋
委
員

　
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
事
業
に
つ
い
て
。

ま
た
、
総
務
企
画
課
の
時

間
外
だ
け
が
他
課
と
比
較

し
て
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

総
務
企
画
課
長

　

少
子
高
齢
化
が
顕
著
で

あ
る
中
津
川
地
域
の
資
源

を
活
用
し
て
、
収
入
を
得

る
方
策
を
見
つ
け
て
い
く

内
容
で
す
。
中
津
川
む
ら

づ
く
り
協
議
会
と
対
話
し

な
が
ら
、
組
織
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

総
務
企
画
課
の
時
間
外

は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総

合
戦
略
策
定
作
業
に
傾
注

し
た
た
め
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の�

�
使
途
の
内
容
は

遠
藤
委
員

　
納
税
者
の
要
望
ど
お
り

使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
13
件
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
15
件
の

決
算
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
９
月
14
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
長
沼
桂
子
、
副
委
員
長
に
鈴
木
敏
夫
の
両
議
員
を
選
出
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
課
長

　

寄
附
金
の
活
用
方
法

は
「
い
い
で
人
を
つ
く
ろ

う
」・「
魅
力
あ
ふ
れ
る
め

ざ
み
の
里
」・「
飯
豊
ブ
ラ

ン
ド
化
」・「
い
い
で
ま
ち

づ
く
り
推
進
」
の
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
「
町
長
お
ま

か
せ
」
の
５
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
町
長
お
ま
か
せ
」
が

お
お
む
ね
半
分
弱
程
度
で

す
。

決
算
特
別
委
員
長

�

長
　
沼
　
桂
　
子

一
　
般
　
会
　
計

❖総務文教所管分❖
地方創生加速化交付金で事業推進

地域再生マネージャーとの会議
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の�

�

利
用
状
況
は

古
山
委
員

　
運
営
費
２
０
０
万
円
と

あ
る
が
、
利
用
実
績
は
。

教
育
総
務
課
長

　

育
児
の
お
手
伝
い
事
業

で
、
手
伝
い
を
し
た
い

方
、
し
て
い
た
だ
き
た
い

方
が
、
相
互
に
助
け
合
い

な
が
ら
、
地
域
の
中
で
子

育
て
支
援
す
る
事
業
で

す
。
27
年
度
末
で
、
会
員

数
88
人
、
２
４
７
人
の
方

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

町
内
業
者
育
成
は

嶋
貫
委
員

　
工
事
入
札
は
、
ラ
ン
ク

を
つ
け
て
発
注
す
べ
き
で

は
。
町
外
業
者
を
入
札
指

名
し
て
い
る
が
、
町
内
の

業
者
だ
け
に
す
る
べ
き
で

は
。

副
町
長

　

入
札
は
、
公
平
・
公
正

な
指
名
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
業
者
だ
け
で
、

競
争
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
能
力
を

総
合
的
に
判
断
し
て
発
注

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業

者
間
で
Ｊ
Ｖ
を
事
前
に
組

む
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。コ

ン
ビ
ニ
収
納
の�

�

効
果
は

古
山
委
員

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
件
数

と
収
納
額
並
び
に
そ
の
効

果
は
。

住
民
税
務
課
長

　

住
民
税
務
課
所
管
分
の

地
方
税
と
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
の
調
査
で

は
、
平
成
27
年
度
２
０
３

１
件
で
全
体
の
14
・
２
％

で
あ
り
、
年
々
利
用
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
地
方
税
全
体
の
公
金

の
収
納
率
に
、
ど
の
程
度

反
映
さ
れ
て
い
る
か
検
証

が
困
難
で
す
が
、
大
幅
に

収
納
率
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

補
助
費
増
加
の�

�

内
容
と
効
果
は

嶋
貫
委
員

　
補
助
費
が
27
年
度
１
億

９
９
４
０
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
15
・
６
％
で
す
。

こ
の
補
助
の
主
な
内
訳
は
。

総
務
企
画
課
長

　

補
助
費
等
は
、
負
担

金
、
補
助
金
及
び
報
償
費

等
が
入
り
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
と
し
て
の
報
償

費
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
で
１
億
３
６
０
０
万

円
で
す
。
経
営
体
育
成
支

援
事
業
や
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
な
ど
入
っ
て
お

り
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

地方創生加速化交付金で事業推進

多面的機能支払交付金で活動

質問と
答弁

平成27年度　決算特別委員会
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中
小
企
業
振
興�

�

補
助
金
に
つ
い
て

嶋
貫
委
員

　
３
年
目
と
な
る
が
経
済

的
波
及
効
果
と
雇
用
効
果

は
。
ま
た
、
補
助
事
業
数

は
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

常
時
雇
用
の
実
績
は
１

２
２
人
、
う
ち
町
内
者
は

45
人
で
す
。
雇
用
の
拡
大

が
事
業
の
目
的
で
あ
り
49

事
業
所
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

林
業
総
務
費
の�

�

内
訳
は

嶋
貫
委
員

　
伐
採
費
７
２
０
万
円
、

加
工
費
に
１
７
０
０
万
円

支
出
さ
れ
て
い
る
。
実
際

に
第
一
小
学
校
に
使
用
さ

れ
た
材
木
数
は
。

農
林
振
興
課
長

　

第
一
小
改
築
に
伴
う
木

材
は
、
萩
生
財
産
区
か
ら

切
り
出
さ
れ
伐
採
量
は
、

丸
太
ベ
ー
ス
で
９
８
９
㎥

で
、
使
用
製
品
は
１
２
５

㎥
で
す
。

農
業
費
補
助
金
の�

�

充
当
先
は

古
山
委
員

　
農
業
事
業
費
の
内
、
町

単
独
事
業
は
。

農
林
振
興
課
長

　

補
助
事
業
は
、
有
機
セ

ン
タ
ー
の
肥
料
散
布
補

助
、
放
射
線
検
査
、
耕
畜

連
携
に
よ
る
稲
わ
ら
資
源

事
業
、
素
牛
導
入
事
業
、

生
産
振
興
助
成
と
園
芸
作

物
産
地
化
推
進
支
援
事
業

で
す
。
そ
の
他
に
、
新
規

就
農
者
へ
の
家
賃
補
助
、

小
作
料
の
２
分
の
１
補
助

と
農
地
購
入
時
の
補
助
も

あ
り
ま
す
。

産
学
共
同
研
究
共
同

事
業
補
助
金
の
先
と

効
果
は

古
山
委
員

　
山
形
大
学
研
究
所
へ
の

支
出
額
と
、
事
業
の
内
容
、

効
果
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
課
長

　

事
業
契
約
は
山
形
大
学

補
助
金
で
１
０
０
０
万
円

の
支
出
、
内
容
は
セ
パ

レ
ー
タ
の
簡
易
検
査
装
置

を
町
内
事
業
者
と
試
作
機

２
台
を
製
作
し
ま
し
た
。

障
が
い
者�

自
立
支
援
事
業�

�

扶
助
費
の
内
容
は

髙
橋
委
員

　
医
療
給
付
支
援
者
数
は

何
人
か
。
ま
た
、
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長

　

自
立
支
援
者
数
は
平
成

28
年
現
在
で
４
４
１
人
、

重
度
の
方
が
１
５
２
人
、

そ
の
他
２
８
９
人
で
す
。

自
立
支
援
医
療
の
更
正
医

療
分
、
人
工
透
析
、
人
工

関
節
置
換
術
等
に
支
出
し
、

扶
助
に
か
か
る
障
が
い
者

の
方
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

❖産業厚生所管分❖
すみよい町づくりのために

一
　
般
　
会
　
計

第一小に使用された町内産木材
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除
雪
作
業�

�

委
託
料
の
対
応

髙
橋
委
員

　
暖
冬
で
稼
働
が
少
な
く

待
機
時
間
が
多
か
っ
た
。

待
機
料
を
毎
月
精
算
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
地
域

支
え
合
い
除
雪
事
業
で
、

高
齢
者
宅
の
除
雪
実
績
と

実
態
は
。

地
域
整
備
課
長

　

昨
年
度
は
、
非
常
に
浅

雪
で
28
台
稼
働
中
23
台
に

待
機
料
が
発
生
し
ま
し
た
。

待
機
料
は
、
１
５
０
時
間

に
設
定
し
、
昨
年
度
は
１

１
５
４
時
間
で
、
待
機
料

は
６
０
４
万
５
０
０
０
円

で
し
た
。
待
機
料
は
、
年

度
末
に
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
地
域
支
え
合
い
事
業

は
、
高
齢
者
世
帯
が
76
戸
、

身
体
的
障
が
い
世
帯
が
６

戸
、
全
体
で
82
戸
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
増
販
の
状
況
は

遠
藤
委
員

　
子
育
て
支
援
者
へ
の
販

売
数
は
。
ま
た
、
子
育
て

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

子
育
て
支
援
世
帯
の
購

入
は
２
８
６
世
帯
で
、
販

売
総
額
６
０
０
０
万
円
の

内
１
７
１
６
万
円
で
す
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長

　

商
品
券
の
利
用
状
況

は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
等

の
購
入
が
43
％
、
食
料

品
・
日
用
品
な
ど
が
35
％

で
す
。
子
育
て
の
利
用
状

況
は
、
家
族
数
も
多
い
と

予
想
さ
れ
、
食
料
品
や
日

用
品
、
送
迎
車
の
燃
料
費

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

上
水
道
の�

�

年
間
有
効
水
量
は

古
山
委
員

　
有
効
水
量
と
有
収
数
量

の
差
が
大
き
い
理
由
は
。

　
給
水
原
価
が
上
が
っ
て

い
る
が
水
道
料
金
に
反
映

し
な
い
の
か
。

地
域
整
備
課
長

　

料
金
の
対
象
に
な
る
水

量
が
有
効
水
量
と
な
り
、

火
災
時
の
消
火
栓
の
水
、

漏
水
、
洗
管
作
業
時
の
水

な
ど
が
無
収
水
量
と
な

り
、
有
効
量
と
有
収
量
の

差
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
よ
り
３
・
７
％
減
と

な
り
、
給
水
人
口
減
少
に

よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い

ま
す
。
料
金
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
大
平
の
豪
雨
災

害
に
よ
り
水
道
管
の
復
旧

費
や
湧
水
の
渇

水
に
よ
り
長
井

市
よ
り
給
水
を

受
け
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
経
常

費
用
増
が
理
由

で
す
。
今
後
管

理
経
費
を
抑
え

な
が
ら
経
営
を

行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

介
護
保
険
27
年
度
の

計
画
と
決
算
の�

�

対
比
は

嶋
貫
委
員

　
介
護
保
険
料
、
財
政
安

定
化
基
金
に
約
１
１
３
０

万
円
を
償
還
し
、
給
付
費

準
備
積
立
金
に
１
１
５
６

万
円
な
ど
を
積
み
、
歳
入

歳
出
差
引
で
３
９
９
１
万

円
の
残
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長

　

第
６
期
計
画
の
中
で
計

画
と
歳
出
額
を
対
比
し
て

み
ま
す
と
、
７
０
０
０
万

円
ほ
ど
計
画
よ
り
支
出
が

少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

１
５
０
０
万
円
の
余
剰
金

と
な
り
準
備
基
金
積
み
立

て
と
な
り
ま
す
。

すみよい町づくりのために
平成27年度　決算特別委員会

質問と
答弁

特
　
別
　
会
　
計

中水源設備
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各
課
か
ら
の�

�

報
告

総
務
企
画
課

◆�

平
成
28
年
度
飯
豊
町
総

合
防
災
訓
練
を
10
月
９

日
８
時
よ
り
町
民
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
～
す
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

住
民
税
務
課

◆�

９
月
10
日
小
型
家
電
を

17
人
70
点
回
収
し
ま
し

た
。
白
物
家
電
の
回
収

方
法
は
有
料
で
回
収
す

る
方
向
で
今
後
検
討
し

ま
す
。

質
問
と
答
弁

長
沼
委
員　

エ
ル
ベ
の

ハ
ー
ブ
園
の
管
理
は
。

商
工
観
光
課
長　
エ
ル
ベ

と
話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

井
上
委
員　
第
一
小
学
校

改
築
で
町
内
産
の
木
材
利

用
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　
町
内
産

材
木
は
１
２
５
㎥
で
す
。

鈴
木
委
員　
萩
生
城
址
の

調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

社
会
教
育
課
長　
国
の
補

助
で
、
３
年
を
か
け
、
外

溝
、
二
の
丸
、
本
丸
を
調

査
し
ま
す
。

町
長　
全
体
像
を
見
て
城

跡
の
整
備
を
行
い
、
東
屋

風
の
憩
い
の
場
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

後
藤
委
員　
高
齢
者
へ
の

家
電
回
収
対
策
は
。

住
民
税
務
課
長　
大
型
ゴ

ミ
な
ど
を
搬
出
で
き
な
い

高
齢
者
等
に
対
し
て
回
収

作
業
の
体
制
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

後
藤
委
員　
携
帯
電
話
各

社
が
７
０
０
Ｍ
ヘ
ル
ツ
の

電
波
を
使
用
す
る
と
、
家

庭
の
テ
レ
ビ
に
電
波
障
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
が
。

情
報
防
災
室
長　
町
内
２

０
０
０
件
の
世
帯
で
障
害

予
測
中
で
す
。
携
帯
各
社

が
無
償
で
対
応
す
る
旨
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

遠
藤
委
員　
定
住
対
策
と

し
て
、
各
地
の
住
宅
団
地

計
画
は
。

土
地
開
発
公
社
理
事
長　

東
部
地
区
は
豆
腐
工
房
東

側
を
造
成
計
画
に
し
て
い

ま
す
。
椿
地
区
は
分
校
跡

地
、
萩
生
、
中
地
区
で
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

長
沼
委
員　
大
規
模
な
住

宅
団
地
を
つ
く
り
、
人
口

増
を
目
指
し
て
は
。

土
地
開
発
公
社
理
事
長　

各
地
区
の
要
望
を
聞
き
な

が
ら
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
今
後
検

討
し
ま
す
。

総務文教常任委員会

萩生城址の跡地はどうなるの

歴史を辿る萩生城跡
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各
課
か
ら
の
報
告

農
林
振
興
課

◆�

水
稲
作
柄
は
、
８
月
15

日
現
在
平
年
並
み
で
す
。

◆�

秋
の
収
穫
祭
を
11
月
３

日
し
ら
さ
ぎ
荘
駐
車
場

に
て
開
催
し
ま
す
。

商
工
観
光
課

◆�

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊

研
究
所
の
経
済
波
及
効

果
は
、
山
形
県
全
体
で

29
億
７
０
０
０
万
円
で

す
。

◆�

中
津
川
農
家
民
宿
が
平

成
28
年
度
山
形
県
農
業

賞（
大
高
根
農
場
記
念
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
域
整
備
課

◆�

中
水
源
浄
水
整
備
工
事

は
、
８
月
末
で
76
％
の

進
捗
率
で
す
。
管
路
工

事
は
今
年
度
中
に
完
成

し
、
来
年
度
か
ら
お
い

し
い
水
を
供
給
す
る
予

定
で
す
。

◆�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
は
、（
事
業
費
１

７
６
０
万
円
、
件
数
54

件
）
９
月
12
日
で
受
付

終
了
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
課

◆�

民
生
委
員
児
童
委
員
の

委
嘱
状
を
12
月
１
日
に

伝
達
し
ま
す
。

◆�
温
泉
サ
ロ
ン
等
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
介
護

認
定
率
（
平
成
26
年
４

月
、
21
・
２
％�

県
１
位
。

平
成
28
年
４
月
、
19
・

５
％�

県
13
位
、
県
平

均
18
・
８
％
）
で
す
。

元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
老
人
介
護
保
険
施

設
・
国
保
診
療
所

◆�

超
音
波
、
血
圧
脈
波
検

査
装
置
を
購
入
し
ま
す
。

質
問
と
答
弁

菅
野
委
員　
原
小
屋
、
新

山
、
原
尻・新
山
、
小
山・

中
線
の
五
叉
路
で
毎
回
水

が
溢
れ
付
近
が
水
害
に
な

る
。
早
期
解
決
を
。

町
長　
平
成
29
年
度
山
地

排
水
事
業
（
福
田
川
）
の

計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

解
決
に
向
け
指
示
し
ま
す
。

嶋
貫
委
員　
緑
の
ふ
る
さ

と
公
社
と
飯
豊
産
業
開
発

公
社
の
合
併
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
統
合
す
れ

ば
経
営
改
善
に
な
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
２
つ
の

公
社
は
同
じ
事
業
な
の

で
、
営
業
力
の
強
化
、
管

理
の
合
理
化
が
で
き
ま

す
。
統
合
す
る
に
は
、
経

営
の
方
針
・
戦
略
が
必
要

な
の
で
検
討
中
で
す
。

高
橋
委
員　

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
が
９
月
12

日
で
終
了
し
た
。
以
降
の

申
込
者
数
と
、
来
年
度
の

増
額
の
考
え
は
。

建
設
室
長　
申
込
者
は
、

い
ま
せ
ん
。
５
年
平
均
で

45
件
伸
び
て
い
ま
す
。
半

額
が
県
の
補
助
事
業
な
の

で
、
見
直
す
と
い
う
情
報

も
あ
り
ま
す
が
、
県
の
対

応
次
第
で
す
。

古
山
委
員　
山
大
ｘ
Ｅ
Ｖ

飯
豊
研
究
所
の
経
済
波
及

効
果
（
山
形
県
）
が
示
さ

れ
た
、
本
町
は
。

商
工
観
光
課
長　
効
果
は

圏
域
で
示
す
の
が
一
般
的

な
の
で
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
３
年
後
の
見
込
み

は
、
11
億
円
を
推
測
し
て

い
ま
す
。

井
上
委
員　
林
業
は
大
切

な
資
産
、
取
り
組
み
は
。

町
長　
育
て
る
林
業
、
使

う
林
業
を
循
環
さ
せ
る
た

め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

産業厚生常任委員会

来年度から、中水源より取水

改修が待たれる五叉路
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８
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
北
海
道
の
２
つ
の

町
を
視
察
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
24
日
は
、
天
の

川
が
流
れ
る
町
、
上
ノ
国
町
で
策
定
し
て
い
る
公

共
施
設
等
総
合
計
画
と

財
政
運
営
の
実
現
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。

25
日
は
、
曲
が
り
く

ね
っ
た
川
の
意
味
で
あ

る
倶
知
安
町
で
イ
ン
バ

ン
ド
に
つ
い
て
研
修
を

し
て
き
ま
し
た
。
国
際

リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
り
、

社
団
法
人
化
が
進
み
、

観
光
事
業
を
一
般
社
団

法
人
が
担
っ
て
い
る
町

で
し
た
。

　

10
月
７
日
、

飯
豊
町
中
部
地

区
農
村
活
性
化

セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
置
賜
５

町
議
会
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
山
形

大
学
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

研
究
セ
ン
タ
ー
吉
武
教
授
を
招
き
、「
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊

研
究
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
を
い

た
だ
き
、
飯
豊
電
池
バ
レ
ー
構
想
の
展
開
な
ど
に
つ

い
て
の
話
を
聴
講

し
ま
し
た
。
講
演

後
、
山
形
大
学
ｘ

Ｅ
Ｖ
飯
豊
研
究
セ

ン
タ
ー
の
施
設
見

学
も
あ
り
、
午
後

は
ス
ポ
ー
ツ
交
流

で
汗
を
か
き
、
意

義
あ
る
議
員
交
流

会
で
し
た
。

　

収
穫
時
期
を
む
か
え
て

秋
の
長
雨
に
み
ま
わ
れ
刈

取
り
作
業
が
大
幅
に
遅
れ

た
豊
穣
の
秋
に
な
り
ま
し

た
。
夏
は
大
型
の
台
風
に

よ
る
災
害
と
、
天
候
不
順

に
よ
り
多
発
す
る
災
害
、

こ
れ
以
上
災
害
が
起
き
な

い
様
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

第
８
回
９
月
定
例
会
は

決
算
な
ど
全
議
案
、
議
論

を
重
ね
認
定
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に

議
会
活
動
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
広
報
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
髙
橋�

記
）

編

集

後

記

発
行
責
任
者
　
　

　�

議
長
　
後
藤
惠
一
郎

委
員
長�

嶋
貫
　
栄
助

副
委
員
長�

髙
橋
　
亨
一

委
　
　
員�

後
藤
惠
一
郎

�

鈴
木
　
敏
夫

�

古
山
　
繁
巳

�

遠
藤
　
　
忠

講演

施設見学

倶知安町

上ノ国町

５
町
交
流
会

議員研修報告


